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により Cr、Cu、Cdの弱い結合形態から最も安定的な形態である F5への変遷を促進したが、Zn及び Pbは逆に
不安定な形態に変遷したことが観察された。 また、280 ℃の HHT処理の場合には、Pbを除いて実験に用いた










審   査   の   要   旨 
 
本研究は水熱処理法による汚泥中の重金属の不溶化および環境リスクの減少機能を中心に研究を行った。
HHT水熱反応における汚泥中の重金属の挙動、特に固体―液体への再分布、F1－F５の不安定な結合状態から安
定な状態への変遷、およびそれらに影響を与えるリグノセルロース系物質、リン、水熱反応温度、反応時間な
どについて総合的に究明した。まず、HHT処理法の汚泥の減容化や脱水化について実験を実施し、HHTの汚泥処
理や重金属の安定化に有効であることを確認した。さらに、HHTプロセスにおける固体―液体間の再分布や形
態の変遷などの現象を解析し、重金属の可移動性と生物学的利用性の低下メカニズムを解明した。また、リグ
ノセルロース系物質である稲の籾殻の添加によるHHT処理プロセスにおける重金属の形態変遷や再分布を解析
し、環境リスクの減少（F1→F2→F3→F4→F5）および汚泥からの浸出性の低下効果を検討し、Cr、Cu、Cd等3
種の重金属の形態安定化に最も有効な方法を見出した。最後に、ハイドロキシアパタイト(HAp)を汚泥に添加
した場合のCr、Cu、Zn、Cdの結合形態の変遷と安定性の改善メカニズムを浸出テストやF1-F5の形態分布の分
析により解明し、汚泥中の重金属の安定化に最も重要であるリンの添加とHHT処理の相乗効果を、本実験研究
により検証した。本研究で得られた結果は、汚泥中の重金属の安定化法の研究開発に有用な情報を与えるもの
として、また、余剰汚泥の再資源化の実用的な技術として期待される。 
本研究で得られた貴重な実験データは、余剰汚泥の処分や再資源化浄化技術研究開発分野に科学的かつ技
術的な知見を提供するオリジナリティに富むものとして高く評価される。 
平成 26年５月 27日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判断された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
